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─身元確認のワークフロー─身元確認のワークフロー

宮城県警察本部　身元確認支援サーバー

生前カルテからデンタルチャートへの変換

生前歯科エックス線画像デジタルスキャン

Dental Finder
デンタルチャート照合システム

生前→死後検索
死後→生前検索

生前・死後データベース
エックス線画像，口腔内写真，

その他の各種資料

歯科エックス線画像照合システム
MATLAB プログラム

※今後運用予定

CPU：Core i7 3.46GHz
 6 コア 12 並列
Memory：24GB（DDR3）
SSD：256GB SATA（OS 用）
HDD：2TB SATA（画像用）

歯科医院等から入手（行方不明者情報）検案所での収集（遺体情報）

口腔内写真
防水・防塵・耐衝撃
デジタルカメラ
（リコーG700）

遺体

歯科エックス線画像
ポータブル歯科エックス線

撮影装置
（デキシコADX4000）

歯科記録
（デンタルチャート

ほか）

歯界医師の鑑定
（異同識別）

生前－死後対応候補リスト

警察による確定
（顔貌・着衣・所持品・指掌紋・DNA 等を総合）

図　宮城県における大震災身元確認支援システムの構成とワークフロー
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身元確認活動

9 デンタルチャート

1 歯科的個人識別の要
かなめ

はデンタルチャート

宮城県において使用したデンタルチャートを図9－1左側に示します．これは，震災前
に，福島県の印南知弘先生が考案して福島県歯で身元確認訓練に使用していたもので，通
称「立体型チャート」と呼んでいます．立体観を感じるように描かれた歯列図に特徴があ
り，唇頬側，咬合面，舌口蓋側を1つの図に書き込むことができるように工夫されていま
す．宮城県では福島のオリジナルのチャートを今回の経験を踏まえてマイナーチェンジし
ています．

立体型チャートは，通常の咬合面と正面に分かれているチャートに比較して直感的に理
解しやすく，見たままの所見を描写的に記入できます．結果的に，災害時のような厳しい
状況下でも記入に関する心理的な抵抗感が少なく，経験の浅い歯科医師でも比較的短時間
で記載ができます．

図9－2の記入例にあるように，骨折などの情報も自由に記載できます．なお，この用
紙は，厳密にはチャート以外の記録も含むという意味で，「歯科記録用紙」という名称に
しました．遺体番号，記録者，時刻などの基本情報や，各歯牙の有無のチェック欄，その
他の典型的な口腔内所見（咬合，転位歯など）のチェック欄があり，記載内容をくり返し

図9－1　歯科記録用紙（左：立体型チャート．右：日本歯科医師会の標準チャート）



619　デンタルチャート

チェックができるように配慮しました．また，記入時に歯科用語を忘れた場合も，右側に
用語一覧があるので，これを参照して統一性のある用語で記入することができます．

図9－2　歯科記録用紙（立体型チャートに基づく特徴ある様式を採用して効果を上げた）



9914　情報技術の活用

図14－3　歯科情報照合ソフトウェア
DentalFinder：東日本大震災の際に宮城県警で活用された．東北大学が開発し，現
在，無償配布されている（連絡先dental@aoki.ecei.tohoku.ac.jp）．

デンタルチャート データ入力

死後データ

生前データ
1．健全歯，残存歯，歯冠色の部分修復
2．金属材料による部分修復
3．全部修復
4．残根，欠損
5．情報なし

検索結果

図14－4　Dental Finderの処理の流れ
5分類歯科情報の照合により，「生前→死後検索」および「死後→生前
検索」が可能

表14－2　Dental Finderで使用した歯の状態の5分類表現
分類 分類の要約 該当する歯の状態

1
健全，う蝕，
歯冠色の部分修復

健全，C1，C2，C3，レジン充填，セメント充填，グラスアイオノマー充填，シーラン
ト，楔状欠損など

2 金属色の部分修復 インレー，アンレー，アマルガム充填，3/4冠，4/5冠など

3 全部修復 全部金属冠，前装冠，メタルボンド，硬質ジャケット冠，テンポラリークラウンなど

4 欠損 欠損，義歯，ポンティック，インプラントなど

5 情報なし 情報なし，死後脱落の疑い，埋伏など


